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【第５章】 高齢者からの学びで浮き彫りになった「ご近所福祉」 

 

１ 「劇団ほのお」大石さきさんとの出会い 

   

昭和 50 年(1975 年)ごろから、静岡県藤市市を中心に、高齢者によ 

る「劇団ともしび」が結成され、高齢者自らが市民に演劇を通じてわ 

かりやすく高齢者を取り巻く様々な問題を提起をし、理解を深める活 

動を精力的に取り組んでいる話題が県内に広がっていた。 

 その後、10年を経過して、「劇団ともしび」は、燃え尽きるまで活 

動に取り込もうと「劇団ほのお」に改称し、県内外に年間 30～40 回の公演 

を重ね、なんと平成 20 年(2008 年)には、通算 800 回の公演をこなしていることが、更に大きくマスコ

ミに取り上げられていた。 

静岡県は、昭和 59年以降 「地域福祉推進事業」に取り組み、県内各市町において地域福祉実践事業を

積極的に推進する中で、地域の福祉課題を見える化・わかる化した、高齢者問題のこうした具体的な活

動を高く評価し、地域住民への福祉教育の視点から、高齢者による「劇団ほのお」の精力的な取り組み

は、先進的な取り組みとして、更に県内外に広く紹介されていた。 

本会は、平成 8年結成と共に、「劇団ほのお」の活動こそ 「福祉文化」そのものと認識し、日頃から連

絡を取り合い、何度も事務所を訪ねて、主宰の大石さきさんから、演劇活動を始めたきっかけや、演劇

活動へ思い、高齢者の立場から家族や身近な地域(ご近所)の現状や課題等を学ぶ機会を持った。 

日本福祉文化学会が「実践・福祉文化シリーズ 地域社会と福祉文化」（明石書店出版）を 2002 年

(平成 14 年)11 月発行(今から 23 年前)するに当たり、静岡県の実践活動事例の寄稿依頼を受けて大

石さきさん宅を訪ね、「劇団ほのお」に寄せる熱い思いを次のように書き綴った。 

 

 

日本福祉文化学会監修「実践・福祉文化シリーズ 地域社会と福祉文化」（明石書店出版） 

 ●第Ⅱ部 地域で織りなす福祉文化 第３章 地域の教育活動と福祉文化 

          「おばあちゃん劇団ほのおの演劇活動」 

   

(1)「劇団ほのお」と福祉啓発 

“おばあちゃん役者”が、笑いと哀愁で高齢者問題を演じてみせる「劇団ほのお」。 

静岡県藤市市で、元保健婦の大石さきさん中心に結成してから２５年になる。 結成当時団 

員は 30 名とにぎわっていたが現在 7名、その全員が大正生まれの 80歳パワーである。 

   これまで、毎月平均 2回の公演をこなし、これまでの公演回数は 700 回近くなる。 

   公演は、地元藤市市だけではなく、精力的に県内外に出かけて公演活動を続けるかくしゃく 

  ぶりである。 

    「劇団ほのお」の主宰である大石さきさんは、1975 年に定年退職するまで、保健婦として約

30 年間活躍した。定年退職後も、福祉事務所の高齢者担当の保健婦として勤務をする。 
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   1975 年 10 月、仕事で高齢者の家庭を訪問したことがきっかけとなって、「劇団ともしび」

を結成した。その時の思いは、高齢者に健康づくりの重要性を訴えるとともに、多くの人びと

の心に、高齢者の病気や老いに対する不安、さみしさを訴える、というものであった。 

   その後、「劇団ともしび」を「劇団ほのお」に改名した。そこには、炎のように、燃え尽き 

るまでという、「シルバーパワー」の意気込みが秘められている。 

 大石さきさんはいう、「脚本の素材は幾つもあるんです。大筋は私が考えますが、全てオリ 

ジナル、セリフはアドリブです。」大石さきさん自身も、役者として、おばあちゃん役、町医 

者役と何でもこなし大活躍をする。簡単な舞台装置の中で繰り広げる演技は、痴呆のおばあち 

ゃん、血圧の高い息子夫婦、それに単身赴任している孫の、どこにでもありそうな都市志向家 

族の出来事のドラマに、公演会場は、涙と歓声が沸き起こるという。 

 痴呆のおばあちゃんとお茶のみ友だちは「生きていく希望が無くなりましたね。」「私らに、 

早く死んでほしいってことだかね。」などとこぼすセリフは、現実の切実さを通り越して、観

客は、つい涙を流しながらも笑ってしまうという。 

 老いること、その本音が虚と実の境目でユーモアに演じられ、その姿に惹きつけられ、共感

し、拍手がなり止まないようだ。 

 実に、複雑かつ多様な高齢者問題をテーマに、豊かな内容で、数えきれないほど脚本にし、 

これまで数々の公演活動を繰り広げている。いくつか紹介すると、 

    ＊「福寿草」…同居する嫁と姑の関係 

    ＊「山のかなたに」…中年夫婦の生き方を見つめる 

    ＊「すこやか」…健康は、自分自身がつくるもの 

    ＊「悪の華」…訪問販売にだまされる高齢者の心理を考える 

    ＊「土に生きる」…農家の嫁の問題を訴える 

    ＊「淡い虹」…高齢者も、人を好きになろう 

    ＊「ふれあい」…嫁と姑の心の葛藤を描く 

    ＊「絆」…高齢者夫婦の愛の姿 

    ＊「家族Ⅰ」…家族とは、世代の断絶とは 

    ＊「家族Ⅱ(遺言)」…遺言による遺産相続をめぐる様々な醜い問題を描く 

    ＊「家族Ⅲ(オレオレ詐欺)」…孫可愛さにだまされてしまう、お年寄りの気持ちを描く 

    ＊「家族Ⅳ(虐待)」…お嫁さんにいじめられて痴呆になったおばあさん死後の家族を描く 

    ＊「シグナル」…交通ルールの認識を高め、高齢者の交通安全を呼び掛ける 

    ＊「ひとりぼっち」…連れ合いに先立たれたお年寄りの心境を描く 

    ＊「燃えるシルバー」…老夫婦が若い世代との交流を図るために立ち上がる 

   これまで、「劇団ほのお」を取材されてきたマスコミ関係者は、 「日常の生活の中にある、細 

やかな動きや、やり取りを見事に捉え、普通の商業演劇にはない、素晴らしいものが滲み出て 

多くの人たちの共感を呼んでいる。また、お年寄りが、自分たちも、世の中に向かって働きか 

けていかなければならないという、力強さを証明し続けている」と評価をされている。 

   大石さきさんはいう。「全ての高齢者が、家族や地域に向けて訴えることは出来ない。私た 

ちは、全ての高齢者の代弁者として、高齢者の生きがいと幸せを願い、高齢者自身が考え、共 



高齢者からの学びで浮き彫りになった「ご近所福祉」 

88 

 

に支え合おうと訴えている。」と強調する。 

 

(2)高齢者による住みよいまちづくりをめざして 

   大石さきさんは、演劇活動を通じて、つねに観客に呼びかけている。それは、高齢者の問題 

  は、決して高齢者だけの問題だけではない。若い人たちの問題でもあり、男女共有した問題で 

もある。「老年期は人生の総決算。美しく健やかに老いることは、若い頃からの積み重ねなん 

ですよ。若い時から種をまいておかなければね。」と力強い口調で語る。 

  「劇団ほのお」の活動は、忘れかけた親子の情愛や地域の連帯感などについて、みんなで考 

え、老いも若きも、男も女も、ともにふれあい、支えあう住みよいまちづくりをめざしている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 日本福祉文化学会は、その後、2010 年 11 月には、「新福祉文化シリーズ３ 新しい地域づくりと福祉

文化」（明石書店出版）を発行するに当たり、「第Ⅱ部 福祉文化活動最前線 第１章 地域をつくる新

しい力」に、ご近所福祉の視点から、「劇団ほのお」のその後の実践活動事例をレポートしてほしい旨

の要請を受けて、次のようにまとめた。 

  

 

●第Ⅱ部 福祉文化活動最前線 第１章 地域をつくる新しい力 

「市民参加の劇団」誕生で、“ご近所福祉”が変わる                  

 

(1)「おばあちゃん劇団」が長寿者(高齢者)の自立を訴える 

藤市市は、人口 14 万 5 千人、世帯数 5万 2 千世帯で年々増加の傾向を有し、市民が暮らしあ

う、歴史と文化を引き継ぐ、自然豊かな環境を有しているこのまちの「大洲地区」に、94 歳を生

き生きと暮らしている「大石さきさん」がいる。住み慣れた地域で、居場所を持ち、仲間ととも

に、語り合いながら日々を送っている大石さきさんの居場所として開設した「劇団ほのお事務所」

には、地域の仲間たちとの語り合いや相談の場所として、いつも人の出入りでにぎやかである。 

演劇を思いついたのは、保健婦時代に、うつ病症状が多く、当時行政の取り組みとして、具体

的に家族にわかりやすい学習方法のひとつとして取り組んだのが最初。また、当時の民生委員活

動が、問題を抱えている家庭や家族と接することの難しさがあり、ともに活動をした時代もあっ
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た。その後、長寿者(高齢者)の健康づくりや病気や老いへの不安、そして、さまざまな日々の暮

らしあいの中での寂しさを何とか、明るい兆しの見える長寿者(高齢者)の生活にしていく取り組

みが必要であると痛感したことからだという。長寿者(高齢者)の寂しさは昔も今も変わらない。

地域の仲間が先立たれる寂しさ、そして，よきパートナーのどちらかが先立たれる寂しさ、そし

て、今日では耐えがたい寂しさは、家族や地域社会から見放される寂しさである。時代とともに、

長寿者(高齢者)を取り巻くさまざまな生活問題を自ら演じることで、共感しあいながらも、現実

を見つめあう中で、問題提起と解決につながることを期待した。 

周囲の保護的環境をよしとして、受身的な生活に終始しているがために、従わざるを得ない今

の時代に、もっと現実の社会と向きあい、長寿者(高齢者)は「自立」しないといけない、と言葉

に力がこもる。「劇団ほのお」は、94 歳の大石さきさんを代表に平均 77 歳の劇団パワー。 

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)「老いの準備学」講座の夢を託しながら、900 回の公演に挑む 

1975 年に結成した「劇団ほのお」は、時代とともに、長寿者(高齢者)自身の問題を演劇に託し

今も創作活動が続く。 「おれおれ詐欺」から「嫁姑」そして「孤立」「自殺」と脚本を創作するに

は困ることはひとつもないほど、今の社会は多くの問題が溢れていると言う。 

北は埼玉県から、南は九州まで、これまでに 830 回ほどの公演回数を数える。 

公民館領域から、女性団体、老人クラブ、社会福祉協議会、男女共同参画団体、NPO 団体、行

政と幅広い公演依頼先であるが、中には「幼稚園」や「大学祭」「子ども会」と言った領域から

の依頼に、社会そのものの縮図を感じると語る大石さきさんの言葉にどっしりとした重みを感じ

る。演じる大石さきさんたちは、観客の「拍手」と「笑い」「涙」が唯一のバロメーターであり、

そこには、劇団員と観客との一体感が漂う手ごたえを感じる。 

演劇活動を振り返りながら、思うこといろいろある中で、長寿者(高齢者)には、「もっと元気」

そしで「自立」「生きること」、若者には、「家族の絆」と「自立」、大人たちに向けては、 「互助」

「地域の連帯」、さらに、ご近所については「支えあうこと」「声かけ」「さりげない見守り」と

淡々と語る。いずれにしても、大石さきさんからのメッセージは、現実の社会で、実践すること

だと訴えている。 

劇団結成から、間もなく 900 回の公演回数にむけて、更に脚本を書き続ける大石さきさんの筆

にますます力が入る。仲間たちとの語り合いの中に、最近「老いの準備学」の講座実現にむけた

提案も出て、さらに夢は膨らむ。 
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「おばあちゃん劇団・ほのお」は、これまで 35年余に渡り、何度も解散の危機に直面しなが 

らも、長寿者(高齢者)自らが、現役時代に培った保

健と医療、そして福祉を融合した尊い英知と仲間同

士の絆により、長寿者(高齢者)の自立を自らの演劇

により、地域社会や長寿者(高齢者)の仲間に訴え続

け、迫り来るさまざまな社会問題に如何に対処すべ

きか、そのあり方を「長寿パワー」で演じ続け訴え

ている。「自立への挑戦」とも受け止められる。 

「おばあちゃん劇団・ほのお」への期待は、支え

あうご近所福祉の絆から、さらには、地域社会へと

大きく広がっていく。           

 

 本会は、高齢者を取り巻く地域課題をテーマにした研修会には、大石さきさんが日頃から訴えつづけ

ていた、若い世代に直接訴えていきたいという思いを実現できるように努力をしてきた。 

こうした、本会と大石さきさんとの日常的なつながりは、大石さきさんに歩み寄りながら積極的に地

域活動に取り組まれている、藤市市内の地域実践者・宮澤正子様は、本会の活動の趣旨をご理解してい

ただき、多大なご支援をいただきながら、「静岡発 福祉文化の創造」を発信し続けた。 

県内各地のＮＰＯ法人や、教育機関等との共催事業には、大石さきさん自ら、地域社会に「共創社会

実現」を訴えていただき、各種研修会実現に努力を続けられた。 

 

●本会主催「公開型研修会」で、福祉文化を語る 

   

本会が、平成 20年 5月 31 日に開催した公開型研修会のテーマ「地域で豊かに暮らし合うための条件

―長寿者と福祉文化― 」に、大石さきさん(当時 93 歳)をお招きし、いかに、長寿者と共に暮らし合う

かを、大石さきさんのこれまでの人生を振り返りながら，熱く語っていただいた。 

会場は、高校生から 90歳まで、非常に幅の広い年齢層約 30名が参加者した会場は、なにか地域社会

を凝縮した雰囲気であった。  

近年、高齢者が狙われる振り込め詐欺や、認知症、家庭内での孤独など、高齢者を取り巻く社会問題

に心を痛めている大石さきさんは、現役時代保健師として活躍した経験をもとに、家族間や社会の人間

関係など、数々の経験をきめ細かく、演劇を通じて若い世代に伝えている。 

 これまで、北は埼玉県から南は北九州市ま 

で、全国で 890 回を超える演劇の公演を重ね 

ている。公演の対象は、同世代の時もあれば、 

若者・学生や幼児までと、実に幅が広く境は 

全くない。この研修会で、大石さきさんは、 

これまでの県内外各地の公演活動を振り返り 

ながら、高齢者の代弁者として、交流された 

尊い体験を語った。  



 

91 

 

埼玉の大学の公演の後に、若者たちと 

の意見交換で、地域との繋がりは若者に 

とって、とても重要であると語ったこと 

に感銘を受けたと語られた。 

   東京都内の幼稚園から公演依頼があり、 

一日園児とふれあい交流して過ごした最 

後に、大石さきさんたちと園児たちが握 

手を交わした時、園児たちが「おばあち 

ゃんたちの手は温かい」と言葉を発した 

ときには驚いたと語った。 

核家族化の今日、都会の子どもたちは、 

日頃、日常的に高齢者とふれあう機会が 

ない寂しさを実感したという。 

   最後に、強い口調で、「この世に生を受 

  けてから死ぬまでが福祉」「今日、子ども 

が事件に巻き込まれる社会になっている」 「親孝行が見られない世の中になっている」「今、高齢者

は、孤独と隣り合わせに生きている」「人は、一人では生きられない。支え合って生きている」「孤

独が一番悲しい。」「高齢者には優しい言葉をかけてほしい。」と参加者に訴えて締めくくった。 

 

●念願かなった、若者との共演で、高齢者理解の訴えを実現した「はっぴい祭」 
 

精力的に地域に根ざした活動を展開している「ＮＰＯ法人メイト・草笛」から、高齢者理解のための

啓発事業に取り組みたいと本会に相談があった。加えて、若い世代の参画を切望していた。 

平成 17 年度が始まった直後のことであった。本会の役割は、会場手配・交渉と若者世代をどのように

参加を呼び掛けることが出来るかの 2点であった。焼津市内の「静岡福祉大学」に出向き、事業企画書

「笑顔が一番・あなたが主役！はっぴい祭 2005」(高齢者の作品展示・演技と作品販売)に基づき共催(会

場提供と学生の事業参画)のお願いをした。大学側から、会場提供は、夏期休暇中の使用を条件に、全面

的な協力をいただける旨の回答をいただき、直ちに主催者と連絡を取り約 4か月の準備期間をもって実

現した。 

単年度の事業として取り組んだが、その後、関係方面から継続的な開催の要望と共に、大学側からは、

拓かれた大学と福祉領域における高等教育をめざしている観点から、継続的事業の取り組みに期待する

意見をもとに、平成 18年度と平成 19 年度の 3年間の継続事業となった。 

予てから、大石さきさんとお会いするたびに、何時かは、若者との共演を実現したいと語っているこ

とを思い出して、大石さきさんに相談すると仲間の皆さんと協議をされ、早々に 2年目の「笑顔が一番・

あなたが主役！はっぴい祭 2006」に、「おばあちゃん劇団ほのお」による、学生との共演「ぬくもり」

の上演が決まった。その後、大石さきさんが綴った脚本が早々と届き、本会は、主催者と共に、共演す

る学生を選考した。 

認知症のおばあちゃん役の大石さきさんと、まだ認知症を理解していない若者役を学生が演じ、大石

さんの、ストレートなアドリブをかわしながら、認知症のおばあちゃんをしっかりと受け止められるま
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でのいきさつをうまくまとめあげ、 

参加者から拍手喝采を浴びながら 

幕を閉じた。 

大石さきさんにとっては、思い 

がけない若者との共演を果たした 

思い出の一コマでもあった。 

 脚本家でもあり、名女優ともマ 

スコミは称賛し、高齢者自らが、 

演技をとおして、地域が抱えて 

いる問題を高齢者だけの問題に 

しないで、地域社会全体の問題 

としていることの意義をここで 

も大きく評価した。 

「福祉文化」を理論立てて理解 

することの他に、福祉課題を見 

える化し、わかる化することに 

より、世代を超えて学び合い、 

それぞれの立場で、いかに課題 

解決に関われるかを共有するこ 

とこそ、そこに「福祉文化」が 

存在しているようにも感じた。 

その後、大石さきさんは、このような経験を、静岡新聞の「読者の広場」に投書されていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

2007 年度(平成 19 年度)3 年目の「笑顔が一番・あなたが主役！はっぴい祭 2007」 は、大学がこ

の期間に開催した 「オープンキャンパス」に併せて開催し、来場した高校生や保護者にも、「おばあち

ゃん劇団ほのお」の演技から、真の福祉を理解する学びの場となった。大石さきさん(当時 92 歳)の

日々の活動と、本会が当時、高齢者の孤立。孤独問題に取り組んでいた、静岡県委託事業「一人でも

安心して暮らせる地域づくり事業」と関連づけた紙上対談方式の取材要請を受けた。 

静岡新聞連載特集「ひと日和 孤立⑤完」、見出しは、なんと「誰でも年を取るんですよ」。 
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●長寿者の心境を「社会教育カフェ：焼津の居場所を拓く」で熱く語る 

 

大石さきさんが、日頃から訴えてこられたもう一つは、「社会人の教育」があった。 

児童生徒は、少なからず、学校教育で福祉に関する学びをしている。 成長と共に、大人になり、家

庭・家族をもった時に、地域のこと、取り分けご近所の付き合いや、地域行事への関心を誰が働きかけ

ていくのか、高齢者の立場から、心配することが多くなってきたと話されていた。 

家族 ・家庭から見放されている高齢者の仲間は多いと訴えていた。高齢者自身は、決して甘えてはい

けない。自助努力こそ大切ではあるが、高齢者を取り巻く地域環境は、支え合うことが希薄化し、高齢

者の居場所が失われ孤立・孤独化すると、強い口調で地域社会に訴えているようにも見えた。 

「福祉と教育の融合」については、本会の様々な研修の場で再三論議をしてきた経緯がある。 

また、各地では、さまざまな形で、成人対象の講座を通じて、こうした地域課題をいかにして、住民

主体で取り組むかを学ぶ取り組みをしている。 

焼津市社会教育委員会では、社会教育委員の自主的活動として、世代を超えて、市民と共に語り合う

「社会教育カフェ」に取り組んでいた。 平成 27年度は、社会教育領域から「地域ぐるみの居場所づく

りを考える」をテーマに開催するにあたり、大石さきさん(当時 99 歳)をゲストにプログラムを組みこ

とになった。 若者と共に、対談方式の学びには、市内外から約 60名が参加して、高齢者を取り巻く地

域環境の今とこれからを学び合うことが出来た。 

大石さきさんは、「高齢者は、決して甘えてはいけない。家庭で地域で、自分で出来ることは進んで取

り組むこと。その上で、身近な地域社会での温かい見守り・支えがあって初めて、高齢者は生きがいを

感じる。全ての高齢者が主張できることではない、今私は、代弁者として地域に呼びかけたい。」 

いつもながらの熱い思いを、精一杯語っていた姿はいまでも忘れられない。 
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＊多くの若者たちも参加して、数々の学びの集いが終わった後に、大石さきさん(中央)を囲んで記念撮影 

 

２ 若者が「ご近所福祉」を学ぶ「高齢者宅訪問型研修プログラム」の意義 

 

「劇団ほのお」代表 大石さきさんとの出会いから、交流を深め語り合うたびに、大石さきさんが切

実に語られていたことは、「高齢者自身が甘えていてはだめ。高齢者なりに、積極的に家族や地域社

会に向って存在感を示していかなければならない。」と、まず、高齢者の自助努力が必要であると強

調する。そして、 「もっと、世代を超えた地域交流により、お互いに歩み寄ることは出来ないものか」

「特に、若い世代の人に聞いてもらいたいことがたくさんある」「ご近所に住んでいて感じることは、

ご近所のことをだれが若い世代に教えていくのか」 「子どもを持つ若い親に、地域社会のことを誰が

教えていくのか」等、人生の大先輩である大石さきさんが、地域社会に託したい思いが、ひしひしと

伝わってきた。  
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大石さきさんの地域社会に向けた熱い思いは、これまで、いろいろと語られてきた「私たちを取

り巻く４つの環境」を改めて考えなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

まず第 1に「人的環境」（語れる環境）があげられる。語れる環境をつくることこそ、問題解決の

第一歩と感じる。しかし、今日では、容易に、物事を解決できる様々な手法が出来るようになり、人々

の関係づくりは複雑化の様相である。  

第 2は、「物的環境」（地域の資源の有効活用）。 過去には、それぞれの家庭に居場所を持ち、話

し合いの場もあった。しかし、今日では、個々の家庭に居場所機能が薄れ、小地域の中で、語り合う

場所づくりが求められている。 

第 3は「空間的環境（ホッとする居場所）、第４は「自然的環境」（地域の良さの発見）。 

ここでは、特に、長寿者と向き合う、語れる地域環境をいかにして作り出せるかである。 

本会では、平成20年度から平成26年度までの7年間、「一人でも安心して暮らせる地域づくり事業」

（静岡県委託事業）に取り組んだ。この事業は、高齢者が地域社会から孤立 ・孤独にならないための

県民に向けた啓発事業の取り組みである。 

本会は、この大きな社会問題に取り組む課題として「1年次：長寿者（高齢者）の自立」「2年次：長

寿社会への課題」「3年次：生活圏域における支えあいの仕組み（ご近所福祉）」「4年次：生活圏域にお

ける一人一人の居場所を考える」「5年次：家族ってなに？私の居場所はあるか」「6年次：ここが一番、

ホッとする私たちのご近所の居場所づくり」「7年次：人々が豊かに暮らし合い、安心して暮らせる地

域づくり－長寿者をつなぐホッとするご近所づくりー」を事業のプロセスとして、 

(1)「地域総合型学習」  延べ41回の「公開型研修会」の開催（延べ2,000名の県民参加） 

(2)「地域実践活動の検証」  33市町（政令市除く）のうち、60％の地区での実践展開 

(3)「調査研究活動」 7年間、毎年度テーマを設定し調査に取り組む 

の3つの柱をもとに、課題解決に取り組んだ。 

この7年間の事業展開の中で、日頃から、大石さきさんが訴え続けてきた、若者層の地域理解の課 

題解決の一つの試みとして、静岡県委託事業の(1) 「地域総合型学習」の一環として、平成25年度・

26年度の2年間「若者が長寿者から学ぶご近所福祉」を設定し、「長寿者を囲み本音で語る“ご近所福

祉”のこれから」を研修テーマに、24回、延べ243名の若者（大学生）が当時98歳を生き活きと暮らす

大石さきさん宅を訪問し、若者たちが、真剣に実社会で生活している高齢者から、「高齢者が安心して

暮らせる“ご近所”ってどんなところ？」「若者は、ご近所で心掛けていかなければならないことはな

に？」と、高齢者を取り巻く地域社会のあり方を真剣に学んだ。 
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＊大石さきさんに、若者への期待はなにかの問いかけに、決して年寄りを粗末にしないことを強調 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊大石さんのご近所の話を、必死にメモを取る若者  ＊毎回15～20名が大石さん宅を訪問しご近所を学びあった 

＊98 年間を振り返り、若者からの質問に答える大石さんの姿  ＊自分の祖父母と向き合うコツを引き出そうとする若者 

＊誰だって、いずれは、みんな年を取ることを忘れないこと、年寄りを大事にしなきゃいけない 
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３ 高齢者に学んだ若者が捉えた「ご近所福祉」 

 

  ●高齢者から学んだ「真のご近所のあり方」とは 

(1)高齢者と日頃話をする機会がほとんどない若者は、時代 

をしっかりと回想する中で、地域をここまで築いてくれ 

たことを感謝しなければならない。戦争も経験した尊 

い出来事を風化させず、継承して地域づくりに心掛ける。 

(2)私たちは、今日、物の豊かさの中で便利な生活をしてい 

るが、「心の豊かさ」を持ち続け、身近な生活圏域におけ 

る、人とのつながりを大切にしていかなければならない。高齢者が、今の社会を大変危惧してい

る気持ちが伝わってきた。将来に向け、誰もが安心できる地域への貢献こそ大切だと感じた。 

(3)何か、ボランティアと構えている若者は、改めて感じたことは、高齢者からボランティアをして

いただいていることに気づいた。ともに支え合う地域づくりは、決して上下をつくらない。 

(4)祖父母とこれまで生活していた私(若者)にとって、高 

  齢者から学び、我が家と重ねて考えることが出来た。 

  疑似体験ではなく、実体験こそ学びが大きい。 

    (5)他者とのつながりや関連性について考えることがで 

きた。改めて、若者が積極的に身近な地域に出て若 

者に何が出来るかを考える場となった。 

ご近所福祉とは、共に支え合うことだと感じた。 

(6)もっと、身近なご近所で、長い人生を生き抜いた高齢者の話しを、自ら学び取り、強く生きるこ

とこそ、地域参加の一歩だと学びとることができた。 高齢者の話で元気がもらえる。 

また、若者が高齢者に少なからず元気を与えられる存在であることも学んだ。 

これまでは、高齢者と若者の話し合いは不思議な感覚を覚えていたが、また話し合いたいという

心地よい環境であることがわかった。 

    

●若者から高齢者への質問に、若者への「アドバイス」は 

   (1)私たちと同じ年代におけるご苦労はなにか。 

    ⇒医療が進歩していない時代、子どもを亡くし悲しんでいる家族を見た保健婦時代の苦労。 

(2)現代社会における、パソコン・スマートホンの存在どう感じるか。 

⇒私たちも使ってみたいという気持ちは 

あるが流行にはついていけない。  

若者は社会の流れについていかなけれ 

ばいけないが、実際に人と会って、し 

っかりと向き合ったコミュニケーショ 

ンをとることを忘れてはいけない。 

(3)人と向き合う仕事で気をつけることはなにか。 

    ⇒相手を誤解しないように、相手をよく 

理解し信頼すること。 
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(4)価値観、感じ方の違いをどう受け止めたらよいか。 

   ⇒同じ気持ちで考えること。 互いに良い面も 

あるので否定することなく対等な価値観を共 

有することは大切なこと。 

   (5)生きがいについてはどうか。 

⇒「最後の最後まで希望を持つ」「人と関わる」 

「健康で気力を持つ」「生きがいは、自分の 

ものと、支えてくれる周りの人にある」  

これが生きがいというものではなく、生きがいをつくるための周りの環境こそ大切。 

   (6)若者の自殺が多いことについてどう感じるか。 

⇒今の母親に、昔と違う大きな変化（精神的） 

 がある 命の大切さをわかっていない。 

子どもの育て方の違い、面倒なことに耐えら 

れないなどが感じられる。 

   (7)大人社会に望むことはなにか。 

⇒会話をすることの大切さや礼儀をもっと重ん 

 じてほしい。子どもは、親の背中を見て育つ 

といわれてきた。親が自ら、しっかりとした礼儀作法を学ぶ必要がある。 

(8)近所の人との会話は、身内の人とは違うのか。 

⇒違う。 近所の人とは、昔話もでき、身内にも言えないことが言える。日頃から、身内の人も、

高齢者に歩み寄ってほしい。 

(9)これまでの人生で、経験が役に立ったことは？ 

⇒言葉かけをすること。 大勢の人と接すること。 

 人脈やつながりをもち会話をすること。 

(10)現在の若者をどう思うか。  

⇒長い人生で、これまで、じっくりと本音で若者 

 と話す接点が無かった。若者たちと話したこと 

で、若者の気持を理解できるし、私も若返る。 

(11)死について考えたことはあるか。 

     ⇒高齢者はとにかく淋しい。家族や周囲は、高 

齢者を大切にすること。感謝の念をもつこと。 

 

●高齢者から学んだ「ご近所福祉」とは 

(1)ご近所福祉の始まりは「挨拶」から。 

すぐにでも出来る行動。自分とは違う年代と 

積極的に交流すること。 

(2)家族の中でも会話が少ない。高齢者にも問題が 

あり、高齢者の自立を考えなければいけない。 

  家族で、地域の問題・話題を話し合うことが大切。 



高齢者からの学びで浮き彫りになった「ご近所福祉」 

100 

 

(3)遠くの親戚より近くの近所づきあい、いざと 

いう時に助け合える。 

高齢者と若者とのふれあい交流行事参加の場 

づくりの努力が求められる。 

(4)昔は便利さより人の温かさがあった。今や、 

隣組を大切にしなければならない。若者、高 

齢者が互いに偏見を持たない。近所の人との 

関わりが重要。そこから生きがいが見つかる。 

(5)地域の福祉どころか、身内の福祉もできてい 

ないと感じる。私たち一人一人が何をすべきかを考えていくことで、よい地域づくりにつながる。

誰かがではなく、地域全体で支え合うこと。相互に理解し、価値観を共有することが大事。 

(6)地域の人を集めるのではなく、集まる自然な 

地域環境づくりに努めることが大切。 

(7)損得を考えず、ご近所づきあいは、感覚で行

われるものである。 

(8)ちょっとした一言で、高齢者は地域に必要と

感じる。さりげない見守りがいい。 

(9) 「家族に見捨てられた」と感じる高齢者が多 

い。見捨てられる思いをなくし、若者が積極 

的に高齢者に歩みよる努力がほしい。 

(10) 「福祉」とは、挨拶、助け合い、親切心など、 

当たり前のことを当たり前にできること。福祉制度やサービスをあてにすることなく、まずは、身

近な人への“お互い様”で歩み寄ること。 

 

●若者「地域出番」を質す 

(1)様々な地域行事があるが、若者の参加が少ないように思う。もっと若者が地域活動に参加する必

要性を感じる。 

(2)若者自身が積極的に多世代と交流することが大切である。 

(3)中高年者には負けない体力を生かし、若者が地域の活動に積極的に参加する。 

(4)若者は流行にも敏感であり、そのことを利用して、地域活動の場に若者を集めること。 

(5)災害が発生した際には、子どもや高齢者を優先して助けられるよう防災訓練に積極的に参加する。 

(6)訪問型ボランティアの実践は意義がある。 

(7)自分の住む身近な地域について関心を持ち、現状を知ること。 

(8)まずは、誰にでも挨拶すること。 

(9)高齢者だけに目を向けると傾いた考え方になってしまうので、若者の考えもしっかり取り入れて、

地域づくりに参画する。 

(10)若者が地域活動に参加することで、次の世代へもつながり、地域全体の雰囲気が良くなる。 

(11)地域行事には、その地域特有の歴史文化があり、高齢者・年配者の参加は必要不可欠。そこに若

者が参加すれば活気が増す。若者が地域の歴史文化伝統を学び、次の世代に伝えていける。 
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(12)若者が、地域の子どもから高齢者まで集まる機会をつくる努力が必要。 

(13)若者が、地域社会に積極的に参加していくことが重要である。（実際はできていない）。 

若者として、担える役割を大人社会に問い質すこと。 

(14)高齢者の経験・知恵と若者の機動力の両者が協力し合うことでよい社会となる。 

(15)高齢者に感謝の気持ちをもって、高齢者が安心して暮らせる良い地域をつくる努力をする。 

(16)私たち若者が地域との関わりを持たないと、ますます希薄化、孤立化が進んでしまう。 

(17) 「地域のためになることをしたい」と考えている若者は、大人が考えている以上に多くいるはず。

その若者の力を活かすためにも、若者に向けた情報を積極的に発信すべきである。 

若者の地域参加が増えれば、異なった世代同士の結びつきや地域活性化につながる。 

(18)若者はアルバイト、サークルなど限られた社会で過ごすことが多い。そのため、考え方や視野が

狭くなっている。大人社会が、積極的に若者向けに、地域参加を呼び掛けてほしい。 

(19)若者は電子機器に精通しおり、その能力を活かした地域活動への参加は可能である。 

(20)自分の地域の居場所を確保する。 

(21)自分の地域への愛着を持てるような生活を心掛ける。 

(22)高齢者が地域で軽スポーツが出来るような環境整備をし、これをサポートする若者を地域全体で、積極

的に呼び掛けていく。 

(23)若者の意見等、新しい考え方を、地域が否定することなく受け入れる努力が必要と思う。 

(24)地域で、必要とする若者の役割・出番をつくり、地域のリーダーシップが取れる環境をつくる。 

(25)若者の得意な領域を高齢者に提供し、世代をつなげる工夫をしていく。 
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【第６章】 「ご近所福祉こそ福祉文化」を切り拓く 

 

１ 「若者発 ご近所福祉かるた」誕生の経緯と１０年のプロセス 

 

  ７年間の静岡県委託事業「一人でも安心して暮らせる地域づくり事業」は、本会にとっては、あ 

る意味において、活動自体の真価を問われる大きな取り組みであったことは間違いない。 

  それ以上に、静岡県域に「静岡発（地域発）福祉文化の創造」を発信できる好機ともとらえたこ 

とも事実である。決して、行政言葉にしてはならない「福祉文化」、市民自らが取り組むべき理念と 

置き換えて、決して手を抜くことなく、全力投球で取り組んだ事業でもあった。 

  とりわけ、静岡県委託事業「一人でも安心して暮らせる地域づくり事業」は、「高齢者」を対象と 

した事業ではあったが、高齢者問題を高齢者だけで解決できるものではない。 

「高齢者問題は、全ての住民に関わる課題である」ことを認識して、「全ての住民、誰もが安心し 

て暮らせる地域づくり」を根底に、あらゆる関係機関・団体、地域実践活動者等との協働による、尊

い福祉文化実践活動として各方面に呼びかけた。こうした取り組みから、一人一人の生き方、家族・

家庭のあり方を問いつつ、身近な地域社会に求められる課題であることが浮かび上がってきた。 

 既に、これまで、県内各地域における地域福祉の推進は、地域ぐるみの支え合いの必要性を確認し、

小地域福祉活動に積極的に取り組んでいる。 

  表現を置き換えると、こうした、これまでの各地域における動きを、せめて、住み慣れた生活圏 

域における支え合いの仕組み「地域を家庭化する」共助社会の再構築が叫ばれていることに気づい 

た。本会の活動は、広く県民に呼びかけて、静岡県委託事業は、全県域事業として、平成 20年度 

以降今日まで「ご近所福祉」をキーワードにした「地域総合型学習」で取り組んできた。 

７年間の県委託事業で取り組んできた、主な研修テーマをあげると「ホッとする居場所、ここが 

一番居心地がいい」(平成 20 年度)「私にとって、心安らぐ居場所って何処？」(平成 21年度)「こ 

れからのご近所の支え合いはどうなるの？」(平成 22 年度) 「世代を超えて“ご近所の支え合い”を語

り合う」(平成 23 年度) 「地域と家族のつながり―地域に私の居場所ありますか？－」(平成 24年度)

「誰が、ご近所福祉を創るのか」(平成 25年度) 「安心して暮らせる地域を大いに語ろう」(平成 26年

度)。こうした、本会及び協働団体が取り組んだ活動を、マスコミは次のように取り上げた。 
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これまでの取り組みを振り返ると、身近な生活圏域をテーマに「近所福祉」をもとに、事業に取

り組まれた県内市町の中でいくつか紹介すると、焼津市小市第 11 自治会では、「ご近所福祉ＩＮ小

市」は、自治会事業として位置づけ、平成 21 年度から現在まで継続して取り組まれている。 

   初年度に、福祉を見える化して理解を深めようと結成した「浪蔵劇団」は、管内外にも活動の場

を広げている。沼津市社会福祉協議会では、平成 20 年度から、市内の高校生や福祉施設、沼津市Ｖ

連絡協議会をはじめ各種福祉団体との協働による「ご近所福祉 in ぬまづ」が継続して取り組まれ

ている。西伊豆町社会福祉協議会では、近隣市町社会福祉協議会との連携のもと「ご近所福祉事業」

を展開し成果をあげている。単なるイベントに終わらせることなく、地域住民に共助社会の必要性

を強く呼び掛けていることが事業の取り組みから読み取れる。 
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こうした、県内各地で取り組まれた「ご近所福祉関連事業」のマスコミによる記事は、その後、 

更に、県民全体へ、「コミュニティのあり方」や「居場所の意義」をテーマとして「コラム」に取り

上げ、問題提起をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「ご近所福祉とは何か」を、世代や領域を超えて、県内各地で「地域総合型学習」を展開してき

たプロセスから、積み上げてきた議論を何か形にできないかと、再び、本会主催の「公開型研修会」

において、世代間交流をしながら意見交換を深めるとともに「共創社会実現研究会」を設置して、

アイデイアを求め「ご近所福祉かるた」の制作をすることでまとまった。 

  当初は「静岡発 ご近所福祉かるた」をタイトルとしていたが、若者が高齢者からの学びの議論

を重ねた過程から、「若者発」を強調すべきとの意見が多くあり、「若者発 ご近所福祉かるた」

を正式なタイトルと決めた。 

   「制作の目的」「内容の選定」「作成部数と配布提供先の選定」等をもとに、「ご近所福祉かる

た制作企画書」の作成に取り組んだ。 一番重要な制作に必要な財源確保のために、早速、各種助

成事業に関する情報収集にあたるとともに、本事業を理解していただく、制作加工関連企業を探す

作業に集中した。「公開型研修会」や「共創社会実現研究会」を並行的に開催し実現努力をした。 
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事業内容から、「赤い羽根共同募金助成事業」の申請手続きをすることにした。 

「若者発ご近所福祉かるた」誕生につなげた「作成企画書」は、下記のとおりである。 

 

“若者発 ご近所福祉かるた”作成企画書 

１．企画目的 

これまで、本会の活動において、７年間、県委託事業「一人でも安心して暮らせる地域づくり 

事業」に取り組み、その展開を一貫して、世代や領域を超えた“ご近所福祉の再構築”に向けて 

協議を積み重ねてきた。 

  

まだまだ語り続けたい“ご近所福祉論議”を、昔から今日まで、四季を通じた日常生活のあそ 

びや学びの中に取り入れられている「かるた」を素材として、これからの“ご近所福祉”を幼児 

から大人まで、世代を超えて、身近な地域の実践活動の場や行事の中で、「地域総合型学習」の 

地域福祉教育教材として提供し、楽しみながら安心して暮らし合う生活圏域づくりをめざす、こ 

れからのコミュニティづくりに、啓発啓蒙の福祉活動や福祉コミュニティの仕組みづくりなどの 

現状課題を改善・解決できるよう問題提起をする目的で、平成２７年度県共同募金・広域福祉活 

動助成事業を受けて作成する。 

製作にあたって、“若者発 ご近所福祉かるた” の内容は、実社会を具現化したストーリー 

化に努める。 

 

○作成過程では 

 

(1)各種公開型研修会等様々な学び合いの中から、若者中心とした研修参加者に「読み札」を現 

実の社会を直視しながら語り合う中で創作を呼びかける。  

各種研修等のプロセスを重視しながら、地域の現状と課題を整理する。 

(2)「共創社会実現研究会」を設置し、事業の企画骨子や創作の手順について議論し、学習展開 

を検討し、各地域への普及方法と活用を協議する。 

(3) 「絵札」は、関係方面からのアイディアをもとに協議をするとともに、具体化にあたっては、 

専門家のアドバイスをいただき実現する。 

 

○着眼項目 

  

(1)「これまでのご近所」を紹介しあう学びの場 

(2)「これからのご近所」「私の納得するご近所」を創りだすの場 

(3)「長寿者がほっとするご近所」を語り合う場 

(4)「ご近所福祉」を実践する場づくりを創りだす 

(5)コミュニケーションの輪を広げる 

(6)ご近所福祉で地域課題を解決する一歩を築く 
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２．作成時期 

   (1)起案時期    平成 27年 4月 25 日(土)   

   (2)資料収集時期  平成 27年 4月 25 日～平成 27 年７月 10 日 

   (3)編集期間    平成 27年  4 月 25 日～平成 27年 11 月 30 日 

(4)印刷発注期間  平成 28年 12 月 10 日～平成 28年 2月 3日(納品) 

 

３．製作過程 

   製作に関する協議は「本会委員会」「共創社会実現研究会」「若者発居場所あり方研究会」 

「各種公開型研修会」等の場で取り組む。 

創作に関する指導助言・協力は、これまで、本会の活動に対してご支援ご協力をいただいた

地域実践者等との日常的な連携を深めながら取り組む。 

  作画に関する指導助言は、これまで長年にわたり、コミュニティ及び福祉マンガの作画に取り

組まれている、漫画家 法月理栄様にお願する。 

 月         主な取り組み内容 

４月 3/30 県共同募金広域福祉活動助成事業決定交付式出席 

4/25 第１６４回委員会にて企画書協議 

   第１回共創社会実現研究会にて協議 

   第１回若者発居場所あり方研究会にて協議 

4/26 法月様との協議 

＊常葉大学学生中心に「読み札」検討 

５月 5/31 第１６５回委員会にて協議 

   第２回共創社会実現研究会にて協議 

第２回若者発居場所あり方研究会にて協議 

第１回公開型研修会開催 

「若者発ご近所福祉かるた」作成に取り組む旨報告 

5/16 法月様との協議 

＊常葉大学学生中心に「読み札」検討 

６月 6/ 5 県共同募金会書類提出 

6/13 第１６６回委員会にて協議 

   第３回共創社会実現研究会にて協議 

第３回若者発居場所あり方研究会にて協議 

第２回公開型研修会開催 

6/27 法月様との協議 

＊常葉大学学生中心に「読み札」検討 

７月 7/18 第１６７回委員会にて協議 

   第４回共創社会実現研究会にて協議 

   第３回公開型研修会開催 

7/20 県共同募金会へ経過報告 

＊常葉大学学生中心に「読み札」検討 
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7/20 法月様と協議 

８月 8/01 第１６８回委員会にて協議（活用方法） 

   第５回共創社会実現研究会にて協議 

第４回若者発居場所あり方研究会にて協議 

8/03 県共同募金会へ経過報告 

8/10～8/30 作画作業 

９月 9/05 第１６９回委員会にて協議（活用方法） 

   第４回公開型研修会開催、第６回共創社会実現研究会にて協議 

9/07 県共同募金会へ経過報告 

9/19  第５回若者発居場所あり方研究会にて協議 

9/01～9/30 作画作業 

10 月 

 

 

10/10 第１７０回委員会にて協議（研修会企画・手引き） 

第５回公開型研修会開催、第７回共創社会実現研究会にて協議 

10/12 県共同募金会へ経過報告 

10/17  第６回若者発居場所あり方研究会にて協議 

10/01～10/30 作画作業（最終調整） 

11 月 11/7  第１７１回委員会にて協議（印刷発注） 

    第８回共創社会実現研究会にて協議 

    第６回公開型研修会（第 14 回静岡県福祉文化研究セミナー）開催 

11/10 県共同募金会へ経過報告 

11/14  第７回若者発居場所あり方研究会にて協議 

12 月 12/05  第１７２回委員会にて企画書協議（研修会具体化） 

    第９回共創社会実現研究会にて協議 

12/07 県共同募金会へ経過報告 

 第８回若者発居場所あり方研究会にて協議 

12/10 印刷➪校正・協議 

１月 1/16  第１７３回委員会にて協議（研修会具体化・配布計画） 

    第 10 回共創社会実現研究会にて協議 

  第 9回若者発居場所あり方研究会にて協議 

1/18  県共同募金会へ経過報告 研修会参加呼び掛け マスコミ対応 

1/23  第７回公開型研修会 

２月 12/3  納品  マスコミ対応 

2/06   第１７４回委員会にて協議（配布計画に基づく配布） 

    第 11 回共創社会実現研究会にて協議 

       第８回公開型研修会（２０周年記念特集）開催 

2/08  県共同募金会へ経過報告 

３月 3/05  第１７５回委員会及び第 11回共創社会実現研究会で（総括） 

3/20 県共同募金会書類提出 
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４．仕様 （別示） 100 セット 

５．印刷業者の選定 2 社による見積合わせにより決定 

６．配布計画（100 セット） 

   (1)７年間の県委託事業実践活動地区（社協）          21 セット  

(2)協力市町行政・社協                    35 セット 

(3)県                                     3 セット 

(4)本事業に関わった関係者等及び予備             41 セット 

                              計 100 セット 

 

＊配布方法は、出来るだけ手渡しによる方法を検討する。 

 ＊外部からの希望者には、送料実費負担の上対応する。  

 

 

基本計画に基づき、「本会委員会」における議論をはじめ、設置した「共創社会実現研究会」や「若

者発居場所あり方研究会」を精力的に開催するとともに、この年度においては「公開型研修会」を 8回

開催して、市民と共に「若者発ご近所福祉かるた」の制作を通じて、「ご近所福祉」の議論を深め合った。 

そして、こうした、尊い事業の取り組みの経過を「静岡県共同募金会」にその都度報告する努力を続

けた。「若者発ご近所福祉かるた」誕生に至る、「各種研修会」「委員会」等の取り組みや、かるた誕生後

の活用状況等を、その都度県民に発信し続けた。 
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                     平成 28年（2016 年）10月 4 日（火曜日） 静  岡 
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平成に入り、全国的な社会問題として「高齢者の孤立死・孤独死問題」が大きく取り上げられ、本

会は、静岡県委託事業「一人でも安心して暮らせる地域づくり事業」 「高齢者の孤立・孤独防止対策

事業」に、平成 20年度から 26年度まで 7年間にわたり取り組んだ。 

若者と大人が向き合う「公開型研修会」（延べ 39回、約延べ 1,200 名参加）の開催をはじめ、実践

地区検証事業（35市町のうち 21 市町・30 か所、全県の約 60％実施）、そして、児童から高齢者の領

域にまたがる、世代を超えた調査研究活動を中心に、課題解決に向けた事業を展開し、ここから「ご

近所福祉」を浮き彫りにし、県民に広く課題提起をしてきた。 

多くの若者が参加した各種の研修会から整理した 400 もの意見を「共創社会実現研究会」や「若者

発“居場所”あり方研究会」を立ち上げて、世代や領域を超えた“ご近所福祉の再構築”を議論し整

理をした。身近な地域を「見える化」「わかる化」していく「地域福祉教育教材」として、「かるた」

の制作が提案され、整理した 400 もの意見をもとに、 「読み札」を精査する作業にも着手し、 「見え

る化」「わかる化」の「地域福祉教育教材」をめざした。 

■ 「赤い羽根共同募金助成事業」により、 「平成 27 年度・ご近所福祉かるたの創作と地域学習の開拓

事業」による「若者発ご近所福祉かるた」が誕生した。 

■「令和３年度「若者発 ご近所福祉かるたの活用拡大と住民福祉教育開拓事業」においては、平成

２７年度赤い羽根助成事業として完成した「若者発 ご近所福祉かるた」（100 セット）を増刷する

とともに、「かるた利用の手引書」（200 部）を作成し、「若者発」を大きくクローズアップした意
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義を強調し、大人社会が、こうした地域環境を提供出来るかを検証した。  

■令和6年度赤い羽根助成事業は 「若者発 ご近所福祉かるたによるご近所福祉検証事業」により、

「若者発 ご近所福祉かるた」（100 セット）増刷した。 この 10 年間で 300 セットが、県内各

地に配布提供した。これまで「かるた」を配布提供したコミュニティ組織をはじめ、福祉施設、

各種団体からの「活用レポート」（活用報告）をもとに、また、新たに約 50 か所に「かるた活用

状況調査」を実施し 「若者発 ご近所福祉かるた活用事例集」を作成することが出来た。これま

で、本会の「かるた誕生」から今日までの活動の経過をまとめると、 

年 度 活動テーマ/主な活動内容 

平成 20 年度 「高齢者の自立」 

■静岡県委託事業①「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(４回):「高齢者と生きがい」「ホッとする居場所」「ご近所福祉   

ｉｎぬまづ」「高齢者とともに暮らす 共生社会づくりの担い手は一体誰」 

 (2)実践地区活動(4 地区)：沼津市 旧富士市町 掛市市 袋井市 

 (3)調査研究活動：「高齢者の生きがい その意識と実態調査」 

平成 21 年度 「長寿社会づくり」 

■静岡県委託事業②「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修場(6 回): 「共生社会と福祉文化」「私にとって、心安らぐ居場所とは

(袋井市現地セミナー)」「ご近所福祉ｉｎぬまづ②」「協働による福祉社会構築

と福祉文化を語る」「高齢者とともに小地域をつなぐ仕組みづくりの実現に向け

て」「ご近所福祉イン小市」 

 (2)実践地区活動(4 地区)：小山町 伊豆の国市 焼津市小市第 11自治会 菊市市  

 (3)調査研究活動：「長寿社会に関する県民意識と実態調査」 

平成 22 年度 「生活圏域の支え合い」 

■静岡県委託事業③「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(6 回) ：「ひとりでも安心して暮らせる地域づくりの条件」「これか

らのご近所の支え合いはどうなるの？」「ご近所福祉ｉｎぬまづ③」「これから

のサロン・居場所は、何をめざすのか」「これからのご近所づくりの原点を探る」

「これまでとこれから・・・生活圏域の支え合いの仕組みづくり」 

(2)実践地区活動(5地区)：藤市市 磐田市 富士宮市 西伊豆町 沼津市  

(3)調査研究活動：「生活圏域の支え合いとは何か 本音に迫る調査」 

平成 23 年度 「生活圏域の一人一人の居場所を考える」 

■静岡県委託事業④「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(5 回) ：「これまでとこれから 静岡発 福祉文化の創造」「世代を

超えて、ご近所の支え合いを語ろう」「ご近所福祉ｉｎぬまづ④」「世代を超え

て 福祉文化を語ろう」「共生社会実現への道程」 

(2)実践地区活動(4地区)：富士宮市 西伊豆町 市根本町 袋井市  

(3)調査研究活動：「地域と私の居場所その意識と実態調査」 
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平成 24 年度 「家族ってなに？ 私の居場所を考える」 

■静岡県委託事業⑤「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(7 回) ：「ご近所とつながる家庭機能を考える」「誰が担う つなが

る地域 支えあう地域」「ご近所福祉ｉｎぬまづ⑤」「地域に私の居場所ありま

すか」「これまでの家族 これからの家族」「一人でも安心して暮らせる地域と

は」「ご近所福祉実践事例から学ぶ」 

(2)実践地区活動(6地区)：熱海市 牧之原市 西伊豆町 掛市市 富士宮市 沼津市  

(3)調査研究活動：「私にとって、家族ってなに？その意識と実態調査」 

平成 25 年度 「ここが一番、ホッとする私たちのご近所の居場所づくり」 

■静岡県委託事業⑥「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(6 回) ：「つながるご近所の再構築の決め手は？」「これからのご近

所を創る」「ご近所福祉ｉｎぬまづ⑥」「実践事例からご近所の支え合いを学ぶ」

「誰がご近所福祉を創るか」「長寿者から学ぶご近所福祉」 

(2)実践地区活動(7地区)：熱海市 牧之原市 長泉町 島田市 御前崎市 沼津市 森町 

(3)調査研究活動：「ホッとするご近所づくり その意識と実態調査」 

平成 26 年度 「人々が豊かに暮らし合い、安心して暮らせる地域づくり」 

■静岡県委託事業⑦「ひとりでも安心して暮らせる地域づくり事業」 

 (1)公開型研修会(5 回): 「豊かに暮らし合う地域を語ろう」「地域の豊かさとは何か」

「一人一人が豊かに暮らせる地域を語ろう」「鈴木君なぜ地域参加するの？山田

君なぜ地域参加しないの？」「静岡発 福祉文化の創造を検証する」 

「長寿者から学ぶご近所福祉」 

(2)実践地区活動：6年間の実践地区(21 市町 30地域)を検証する（県内 60％） 

(3)調査研究活動：「豊かに暮らせる地域づくり その意識と実態調査」 

平成 27 年度 「静岡発 福祉文化の創造による豊かに暮らせる生活圏域の地域づくり」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(8 回): 「豊かな地域づくりを語ろう」「地域住民が集まる居場所と

は」「私の地域を知っていますか」「語れる地域環境とは」「地域の福祉課題解

決に、地域の資源を掘り起こす」「福祉文化と地域の豊かさ」「地域の福祉情報

の共有化」「当たり前のことが当たり前にできる地域とは」 

(2)調査研究活動：「若者の地域参加 その意識と実態調査」 

★赤い羽根助成事業：「ご近所福祉かるたの創作と地域学習の開拓事業」 

 (1)「共創社会実現研究会」設置（12回開催） 

 (2)「若者発“居場所”あり方研究会」設置（9回開催） 

 (3)「若者発 ご近所福祉かるた」作成（100 セット）と配布提供（ ３５箇所） 

平成 28 年度 「静岡発福祉文化の創造とご近所福祉」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(4 回): 「静岡福祉文化を考える会 これまでとこれから」「いかに、

地域性を発揮したご近所福祉を創るか」「静岡発 福祉文化の創造とご近所福祉
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を総括する」「静岡発 福祉文化の創造と豊かなご近所福祉づくり」 

(2)調査研究活動：「ご近所福祉 その意識と実態調査」 

平成 29 年度 「ご近所福祉で集まる地域ぐるみの居場所を拓く」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(4 回): 「ご近所福祉と居場所」「ささえあう地域ぐるみの“居場所”

づくりを拓く」「地域ぐるみの居場所をめざす」「静岡発 福祉文化の創造とホ

ッとする居場所」 

(2)調査研究活動：「居場所ってなに？その意識と実態調査」 

平成 30 年度 「子どもを育む地域づくりとは」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(4 回) ：「福祉文化と子どもを育む地域づくりを考える」「支え合う

地域ぐるみの“子供の居場所”を考える」「子どもたちが安心して暮らせる地域

づくりとは」「静岡発 福祉文化の創造と子どもの支援を考える」 

(2)調査研究活動：「子どもを育む地域づくりその意識と実態調査①」 

令和元年度 「子どもを育む福祉コミュニティの再構築と地域ぐるみの支え合いの仕組みづくり」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(4 回) ：「子どもと福祉文化を語ろう」「地域の子ども支援の実践に

学ぶ」「大人が変わる、地域が変わる、子どもが変わる ホッとする地域とは」 

  「静岡発 福祉文化の創造と子ども」  

(2)調査研究活動：①「子どもを育む地域づくりその意識と実態調査②」 

         ②「256 名の子どもたちに聞きました ホッとする地域ですか」 

令和 2年度 「つながるご近所の再構築、決め手は一体何か（ご近所福祉の復活）」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(4 回): 「私のご近所 これからのご近所を創る」「ご近所を診断

する」「これで安心 ホッとするご近所」「ホッとするご近所の支え合いは誰が

創るのか？」  

(2)調査研究活動：「ご近所福祉 その意識と実態調査」 

令和 3年度 「地域を家庭化する“ご近所福祉”をつくる仕組みを探る」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(4 回): 「ご近所福祉 その意識と実態から、課題提起を探る」「住

民福祉教育の成果とご近所福祉かるたの活用」「地域を家庭化する“ご近所福祉” 

  を創る支え合いを探る」「ご近所福祉と福祉文化」 

(2)調査研究活動：「福祉ってなに？461 名の子どもたちに聞きました調査」 

★赤い羽根助成事業：「若者発ご近所福祉かるたの活用拡大と住民福祉教育開拓事業」 

 (1)「共創社会実現研究会」設置（6回開催） 

 (2)「若者発 ご近所福祉かるた利用の手引き」作成(200 部) 

 (3)「若者発 ご近所福祉かるた」増刷作成（100 セット）と配布提供（４７箇所） 

令和 4年度 「ホッとする豊かな地域づくりを拓く“共生社会”を探る」 
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◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(4 回):「静岡発 福祉文化の創造 26 年間のプロセスを探る」「ホ

ッとする豊かな地域づくりは誰が担うのか？」「ホッとする豊かな地域づくりを

描く」「“ご近所福祉”から描く福祉文化」 

(2)調査研究活動：「ホッとする安心した地域づくり その意識と実態調査」 

令和 5年度 「世代や領域を超えた、つながる“ご近所福祉”を描く」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(3 回) ：「静岡発 福祉文化の創造とは～福祉文化の原点を探る～」 

   「世代や領域を超えたつながる“ご近所福祉”を描く」「教育と福祉の融合と“福

祉文化”」 

(2)調査研究活動：「私にとって“ご近所” とは 中学生の意識と実態調査」 

令和 6年度 「見える・わかる“ご近所福祉”こそ福祉文化」 

◆本会年間計画に基づく活動の取り組み 

 (1)公開型研修会(3 回): 「“ご近所福祉”これまでとこれからを語る」「福祉文化の

歩みから見えたもの」「“ご近所福祉”の見える化・わかる化を検証する」 

(2)調査研究活動：「若者発 ご近所福祉かるた活用状況調査」 

★赤い羽根助成事業：「若者発ご近所福祉かるたによるご近所福祉検証事業」 

(1)「共創社会実現研究会」設置（8回開催） 

 (2)「若者発 ご近所福祉かるた活用事例集」作成（200 部） 

 (3)「若者発 ご近所福祉かるた活用状況調査」実施 （46カ所中 29 箇所回答） 

(4)「若者発 ご近所福祉かるた」作成（100 セット）と配布提供（51 箇所） 

 

２ “見える化”“わかる化”の地域福祉教育教材として「福祉文化」を発信 

 

  こうして、 「若者発 ご近所福祉かるた」は、「静岡発 福祉文化の創造」を理念に、「活動目的」を

もとに、「3つの活動基調」と「3つの活動の柱立て」により、「第 1期：草創期」（平成 8年度～ 

 平成 13年度の 6年間）「第 2期：協働期」 （平成 14 年度～平成 19 年度の 6年間）「第 3期：実践融合

期」（平成 20 年度～平成 26 年度の 7 年間）「第 4 期：共創社会実現期」（平成 27 年度～平成 31 年度

の 5年間）、「第 5期：ご近所福祉検証期」（令和元年度～令和６年度の６年間）を歩み続け、「若者発

ご近所福祉かるた」をもとに、これまでを検証する 30年の節目を迎えた。 

  尊い 「長寿者宅訪問型研修会」の実現により、これからのご近所福祉を若者たちは、高齢者から学

び合うことが出来た。見失った「地域力」（ご近所力）の復活を議論し、現実の生活圏域における地域

への思い、今の地域をいかにして若者が変えることが出来るかを真剣に考える機会となった。 

  そこから「若者発ご近所福祉かるた」の誕生につなげるために、「読み札」にまとめ上げた 400 もの

意見を「共創社会実現研究会」や「若者発“居場所”あり方研究会」において精査し、 「静岡発福祉文

化の創造」をもとに、「若者発」を意識しながら、46 の「読み札」が誕生した。 

   「絵札」は、県内外のコミュニティ及び福祉領域でご活躍されている、漫画家 法月理栄様に多大

なご理解とご協力をいただき、作成をしていただいた。 
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 「「見える化」「わかる化」の「地域福祉教育教材」として、作成した「若者発ご近所福祉かるた」 

 10 年間の取り組みは、県内各地へなんとか発信することが出来た。 
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                        静岡新聞  令和７年(2025 年)4 月 2 日（水曜日）                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今から 69年前、1965 年に「暮らしの中の課題を地域社会の力で解決していこう」「地域社会からの

提言・要望を国や社会に反映していこう」「住民自治を培っていこう」をめざして、財団法人「あした

の日本を創る協会」が設立され、全国規模で事業が展開されている。 

  平成 27 年度「若者発ご近所福祉かるた」の誕生に関して、協会発行の全国配布季刊誌「まち・む 

ら第 134 号」（2016 年 6月発行）に、「ルポ・生活会議の活動から―福祉文化の創造拓く“若者発 ご 

近所福祉かるた”へのアクセス―」と題して掲載された。 
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 公益財団法人あしたの日本を創る協会発行 自治会町内会情報誌「まちむら」第 134 号掲載「（2016 年 6 月発行） 
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【第７章】 機関誌「OUR  LIFE」から「静岡発 福祉文化の創造」を視る 

 

１ 機関誌「OUR LIFE」誕生の経緯 

 

本会結成時（平成 8年度）の会員の状 

況は、意外と若者層中心に、年代層は 10 

代から 80代と幅広く、男性 49名、女性 

29 名、計 78 名と男性が多く参画してい 

る特色を持っていた。 

職業別にみると、有職会員 68％、学生 

（高校生から大学生）19％、無職（主婦） 

会員 13％、細部内訳は、団体職員 24％、 

学生（高校生から大学生）19％、施設職 

員 18％、会社員 13％、教員 11％、主婦 10 

％、無職 3％、自由業 2％と、決して、福 

祉関係者だけの集団ではなく、異業種交流 

ができる、世代を超えた活動集団であった。 

結成 3年後（平成 10 年度）には、入退 

会等の出入りが激しかったものの、一時 90 

名余の会員数となり、県外会員を含め、会 

員の把握と共に本会の活動状況を会員にし 

っかりと伝えなければならない大きな課題 

があった。 

活動目的と活動基調をもとに、年間計画 

に基づき活動を展開する中で、会員それぞれ 

が描いている「福祉文化への思い」を語りあい、相互理解を深めていくためには 「議論を形にすること」

「活動を記録に残すこと」が必要であると提案があった。企業人の会員有志が中心になって、即「広報

部会」を立ち上げ、企業感覚で精力的にＩＴ技術を発揮され、1996 年 9 月本会結成後、わずか１か月後

の 10月 17 日に「OUR LIFE 第１号」が誕生した。 

勿論、特技として、IT 分野に精通している若い学生・社会人会員も多く、福祉文化活動をどのように

地域社会の発信をしたらよいか、若者感覚で積極的に広報啓発領域にも関わった。 

創刊号（1996 年 10 月 17 日発行）は、Ｂ5版縦書４ページ仕立てで、「本会発足にあたり（本会発 

足の経緯）」「本会のプロフィール（会員の構成内容）」「会員の意見：会のこれからに期待すること」「事

務局短信（本会の活動実績・今後の予定）」「役員紹介」等の内容を組み立てた。 

当初、機関誌発行の目的は、「静岡発（地域発）福祉文化の創造」を掲げて始動した本会の福祉文化実

践活動を、会員相互に共通認識し、会員それぞれの地域環境の中で 「私にとっての福祉文化とは何か」

を問い質していった。 
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当時、編集を担当された会員は、「編集後記」に、次のように綴っている。 

「やっと創刊号が出来上がりました。ご協力いただいた皆さんに感謝、感謝。個人的には熱い思い

や新鮮な感覚にふれることができ、刺激的でした。しばらくは、つたない編集ですが、コンテンツ（中

身のことです。）で勝負。私たちのライフを見つめ、魅力ある機関誌にしたいと思います。どうぞよろ

しくお願いします。」そして、投稿募集呼掛けでは、「会議や研修会に参加出来ないあなた、会議では、

黙っていたが一言、言いたいあなた、一度、筆を握ったり、ワープロを打ったりしてみませんか。何

でも言い合える会であることを実証しましょう。ジャンルは問いません。ぜひ、事務局まで葉書でも、

電話でも、ＦＡＸでも構いません。」と。 

以来、30年間、機関誌「OUR LIFE」は、令和 7年 12 月 10 日発行で「第 159 号」を迎えた。 

すでに、これまで発行した機関誌「OUR LIFE」は、本会の「10周年記念誌」そして「20周年記 

念誌」で個々に紹介してきた。「30 年誌」では、「静岡発 福祉文化の創造」の視点で、主な掲載内容

の傾向を「第１号」以降の記録から辿る。 

「第 2号」は、日本福祉文化学会全国大会に参加した会員による各会員に伝えたい「全国的な福祉

文化の動き」を掲載するとともに、若い世代の会員が多いこともあり、「青年は荒野をめざす」を研修

会テーマに、30 名が参加して議論し合った内容を克明に紹介、会員の声（寄稿）、事務局短信（活動

実績と予定）を 4Ｐにまとめ、編集担当からは、 「厚生省のお役人に、我々の“福祉文化”を少しでも

おすそわけしたい」と締めくくっている。 

2 年目の活動に入ると、活動もさらに活発になり、公開型研修会は、2 か月に 1 回と、延べ 6 回も

の公開型研修会を開催していたことから、盛り上がった研修内容を全ての会員に伝えようと 「OUR LIFE」

は、2年目にして、年 7回発行している。また、ページ数も、「第 3号・研修会特集：鈴木君、なぜ結

婚したの？杉山さん、なぜ結婚しないの？」6Ｐ、 「第 4号・記念講演：車椅子生活 12 年、今思うこと

/座談会：家庭と地域と施設を語る普段着の付き合い方あれこれ」10Ｐ、 「第 5号 ・施設現場セミナー

特集：施設利用者との交流」4Ｐ 「第 6号 ・合宿セミナー特集：朝まで生福祉」8Ｐと、実践的体験的

福祉文化活動を出来るだけ記録に残してきた。 

こうした、会員相互の学び合いから、 「真の福祉文化」を理論と実践の両面から学ぼうと、本会結成

２年目にして、学会会長の一番ケ瀬康子先生をお迎えして、「一周年記念特別研修会」を開催した。 

その内容を 「第７号 ・特別研修会特集：あれから１年、福祉と文化と地域を語る」は、なんと 14Ｐ

の大作で発行している。 

その後、一番ケ瀬康子先生は、静岡県社協主催講演会をはじめ静岡県内の磐田市、沼津市、旧大須

賀町等への講演に来静されるたびに、会員との交流の機会をつくて頂き、本会の活動の方向性を検証

する機会を持つとともに、会員一人一人にとって「福祉文化」を積み重ねて学びあう実績にもなった。 

精力的な発行はさらに続き、「第 8号・施設現場セミナー特集：利用者主体の手づくりの高齢者福祉

の取り組み」8Ｐ、「第 9号・研修会特集：望月さん、なぜ共働きするの？中村君、なぜ共働きしない

の？」8Ｐと続いた。 

改めて、県外や職業上研修会や活動に参加できない会員と共に、 「静岡発 福祉文化の創造」を共有

していこうとする、会員一人一人の熱い思いが、会員が持つ技術と特技が結晶となって、「OUR  LIFE」

広報誌発行の取り組みからも読み取れる。 

２ 会員対象から、広く地域社会に「静岡発 福祉文化の創造」発信へとつなぐ 
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  ここまで、30年間、機関誌「OUR 

 LIFE」を継続して発行できたのは、会 

員個々にもつ、企業感覚の技術や、若 

者の特技の提供が、本会運営の中で求 

められる、役割分担を十分発揮して取 

り組まれてきた。 結成当時は、県内 

外の幅広い地域から加入された会員の 

もとで、年間計画に基づく各種研修会 

や研究セミナー等の開催に、毎回参加 

できない会員にとっては、当時、年間 

平均 5回程度開催した研修会の内容を 

きめ細かく「OUR LIFE」で報告すると 

ともに、日頃から、会員の寄稿（意見） 

を働きかけ会員同士が紙面で対談する 

企画をするなどの紙面構成を工夫し、 

会員同士がつながる努力をした。 

 本会の各種研修会等は、活動の目的 

及び活動基調から、本会結成当初から 

「公開型」として、広く県内外に参加 

を呼び掛けてきた。全国に情報を発信している「福祉新聞社」には、当時、ことあるごとに、「地域発 

福祉文化の創造」関連の情報提供をしてきた経緯がある。関心のある方々からの問合せには、本会の 

活動の趣旨をきめ細かく説明し、各種研修会等の参加につなげた。 こうした、日常的な情報発信に 

より、各種研修会に、毎回一般参加者を含めて約 40 名余の参加者とともに、福祉文化実践活動を学 

び合ってきた。このように、機関誌「OUR LIFE」は、「福祉文化実践論議」を「見える化」「わかる化」 

する大きな役割を果たし、研修会等への一般参加者にもその都度配布し、研修考察と共に、次につな 

がる学びの呼掛けとなっていたのは確かである。機関誌「OUR LIFE」の発行は、原則年４回の発行を 

基本としたが、これまでの実績を振り返ると、平成 9年度は、本会結成 2年目、多くの若者会員が中 

心になり、活動を盛り上げていた時期は７回発行している。平成 11年度には、本会と学会との共催 

で開催した「宮城まり子さんと福祉文化を学ぶセミナー」開催等で 8回発行、平成 27 年度は、「若者 

発 ご近所福祉かるた誕生」中心に、精力的に 10回発行している。 

本会の活動は、その後学生会員は就職し、当面、地域活動との両立の難しさから、また、社会人会員

は、家庭や職場等、諸般の事情で活動の継続が困難であること等、年数が経つにつれて、少しづつ会員

の退会現象が見え始めた。これまで、機関誌「OUR LIFE」作成に中心的役割を果たされていた会員も少

なからずおられた。本会結成 5 年目の平成 12 年度に、日本福祉文化学会から、静岡県において「第 13

回学会全国大会静岡大会」開催 （平成 14 年）の要請があった時、本会定例委員会の議論は、学会大会を

成功させるために機関誌「OUR LIFE」の発行を一時、学会大会用の「通信」に切り替えて、集中的に「福

祉文化」を県内外に発信していく提案があり、発行計画を変更することにした。 

そして、2002 年 3月に「第 13回日本福祉文化学会大会 IN しずおか News Flash 第 1号」を発行し、

その後、学会大会終了まで通算 8号まで発行した。 

 



機関誌「OUR・LIFE」から「静岡発「 福祉文化の創造」を視る 

138 

 

会員をはじめ学会大会実行委員 44名、関係機関・団体をはじめ、広く県内外関係者に配布し、学会

全国大会静岡大会を通じて、「静岡発 福祉文化の創造」の発信に努めた。 

 

３ 企業の社会貢献活動に支えられて、情報発信していた時期 

 

“継続は力なり”とは、昔からよく言 

われていたが、こうした地域活動を維持 

していく難しさは、ここまでの本会の活 

動の道程において、大きな起伏が 2回ほ 

ど生じた。 

限られた会員による定例委員会では、 

常に「いつ解散するか」の議論が延々と 

続いた。その中で、一番気になっていた 

ことは、これまで、会員をつなぎ、更に 

は地域をもつなぐ役割を担うまでに発展 

した機関誌「OUR  LIFE」の発行をいつ取 

り止めるかの決断であった。 

しばらくは、結論を出せないまま、議 

論だけが交差し、時間だけが経過したこ 

とを、今、こうして「30年誌」の機関 

誌「OUR  LIFE」の章立てをまとめながら 

回想できる。「会を閉じることは簡単なこ 

とであるけれども、本会の結成の時のこ 

とを思うと、再び会を創ることの困難さ 

をしっかりと認識していかなければなら 

ない。」と、これまで、本会の運営に熱い 

思いで関わってこられた会員からの意見で、これまで活動の指針においていた「協働」を基に、無理

なく「福祉文化実践活動」が出来る選択肢で、機関誌「OUR  LIFE」を継続して発行することをなんと

か確認できた。福祉文化実践活動を機関誌「OUR  LIFE」にまとめ上げることが出来ない時期が生じ

ながらも、「見える化」「わかる化」への努力をしていく中で、これまでの本会の活動に、多大な理解

をしていただいた企業の社会貢献活動により、こうした活動継続の危機を迎えた時に、機関誌「OUR  

LIFE」を継続的に発行につないでいただいたことは、その後の本会の活動の活性化に大きな支えとな

ったことを明記しなければならない。ここに紹介した機関誌「OUR  LIFE 第 40 号」は、本会結成 10

年目（平成 17年度）、なんとか企業の歩み寄りでこの 40 号を１回のみ発行出来た。 

 記事から、当時、男性 40 名、女性 35名 計 75 名が会員と記録されている。この時代は、焼津市や

大学、志縁団体等との協働による、日本リクレーション協会助成事業「わんぱくあそびフェスティバ

ル」等、積極的に子どもの健全育成に関わっていたことが読み取れる。 
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４ 今、ここにきて、ようやく「情報発信こそ福祉文化」に気づく 

   

  この「30年誌」では、ここまで、機関誌「OUR  LIFE」の誕生の経緯と、世代や領域を超えた幅広

い会員構成による本会活動内容を、いかに全会員に伝えることが出来るかの取り組みの努力から、更

には、会員から地域社会に向けた「静岡発 福祉文化の創造」に、機関誌「OUR LIFE」が果たしてき

た役割を振り返るとともに、本会の存続危機の時代に、機関誌「OUR LIFE」の発行継続に、理解ある

企業の社会貢献活動の支援により、なんとか、ここまでつなげることが出来た経緯をまとめてきた。 

ここでは、更に「静岡発 福祉文化の創造」の発信を、機関誌「OUR  LIFE」を含めて、 「情報発信

と福祉文化」の視点から検証し、次の時代への課題を探ることにする。 

異業種交流、世代を超えた交流の場、共助社会の再構築、専門性と市民性の融合等、様々な角度か

ら「静岡発 福祉文化の創造」を県域に発信して 30 年の節目を迎えた本会の活動ではあるが、果たし

て、「福祉文化の推進」がどこまで発信できたか、改めて、第１章の本会発足の原点を問い質すと、

静岡県に「福祉文化」の動きが伝わってきたのは、1989 年 7 月「日本福祉文化学会」結成から 3年後

であった。専門性や公助による社会福祉課題解決の時代を迎える時期に、これまで培われてきた「共

助社会」の維持を「福祉文化」と置き換えていく地域社会が求められると、にわかに県内の有志が議

論をし始めていた時期でもあった。その 4年後に、「日本福祉文化学会」より、静岡県内で「第 11 回

福祉文化現場セミナー」開催の要請を受けた。これまでの議論からの思いを形にしようと、40 名の県

内外の有志が中心になって、要請を実現する動きが始まった。 

阪神淡路大震災発生から 1年後（平成 8年・1996 年 3 月），「静岡発・みんなで語ろう福祉文化を 21

世紀の礎に」をスローガンに「人間らしい豊かさをめざして，いま文化としての福祉を語る」を研修

テーマに掲げ、全国各地から 400 名余の参加者と熱く語り合ったその思いを形にして、「災害と福祉

文化」を追求する｢地域発福祉文化の創造｣に取り組む｢市民活動団体｣として、 「活動目的」を掲げて、

平成 8年・1996 年 9 月に「静岡福祉文化を考える会」が誕生した。 

この 30 年間、「静岡発（地域発） 福祉文化の創造」を理念として、「専門性と市民性の融合」「公開

型地域総合型学習による理論と実践」「課題解決に向けた福祉文化のプロセス重視」の「3つの活動基

調」を掲げて活動に取り組んできた。 

さらに、 「第 1の柱立て: 啓発学習事業➡静岡発（地域発）福祉文化の創造をめざして、県内各地

の地域総合型啓発学習に学ぶ」「第 2の柱立て: 調査研究事業➡県民の協力により、一貫して、その

時代の地域社会問題をテーマに調査研究活動に取り組み、その結果をその都度県民とともに、地域総

合型学習により課題解決に向けた議論を深める」「第 3の柱立て: 実践地区活動事業➡広く県内各地

の実践事例を共有し合い地域診断のもとに、確かな地域性を把握し、さまざまな実践活動を展開し、

協働による福祉問題解決のプロセスの重要性を確認する」の「3 つの柱立て」のもとに、各年度の地

域課題をテーマに活動を展開してきた。 

こうした、本会の細やかな福祉文化実践活動を単なる実績として留めておくだけではなく、いかに

して、地域住民一人一人の問題として受け止め、これからの地域づくりに活かすために、「福祉文化」

そのものをそれぞれの立場で認識し、決して行政言葉にすることなく共有していくことこそ、永遠の

課題であると、常々活動の中で認識してきた。 

この第７章では、本会発足からの「OUR  LIFE」を、様々な角度から振り返ってきた。 
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 結成当初は、会員の熱い思いから、発行回数やページ数などの制約を持たずに精力的に発行につなげ

てきたが、今日では、年間活動計画に 「機関誌 OUR  LIFE 発行」は、概ね年 4回、A4版、4ページ構成、

上質紙印刷、200 部発行を基本にしている。発行部数は、結成当時からしばらくは、会員中心の配布（約

80 部）であったが、その後、本会誕生に多大な支援をいただき、現在に至っている 「日本福祉文化学会」

及び「学会中部東海ブロック」をはじめ、各種助成事業で支援をいただいている「さわやか福祉財団」

「あしたの日本を創る協会」「愛恵福祉支援財団」「静岡県共同募金会」 「ふじのくに未来財団」 「静岡県

コミュニティづくり推進協議会」、さらには、 「静岡県社会福祉協議会」「県内市町社協」 「静岡市ボラン

ティア団体連絡協議会」、協働団体の 「焼津福祉文化共創研究会」、関係機関・団体、地域実践者等、配

布対象がさらに広がり現在に至っている。 

 こうした、機関誌「OUR  LIFE」による「静岡発 福祉文化の創造」の発信を続けながら、県内各地域

にまで「福祉文化」を発信するために、更に、「なぜ、いま福祉文化なのか」をもとに、日常的にマスコ

ミ各社にも働きかけてきた。 

 今日、超情報化時代にあって、様々な情報が日常的に氾濫している社会を迎えている。 

「選択的情報提供」として、「静岡発 福祉文化の創造」の情報発信については、本会結成当初に、既

に、多くの会員からホームページ作成等の実現にむけた議論を重ねてきた。 

 しかし、予想される継続的運用経費の確保や日常的管理運用等、ホームページ導入の議論を深めれば

深めるほど、理想の域にとどまり、この問題は潜在的議論となり、当面は、手作業で「福祉文化」を発

信していくことで落ち着いていた。 

 再び、ホームページ作成等が浮上してきたのは、「第 4章 ：静岡県委託事業・一人でも安心して暮らせ

る地域づくり事業」にまとめた、平成 20 年度から取り組んだ事業において、会員の有志が、この領域の

技術を本事業に組み入れて暫く取り組まれた。しかし、あくまでも、個人的な技術提供範囲の作業であ

ったため、組織として、広く「福祉文化関連事業」としての情報発信は短期間にとどまった。 

 今でも、関連サイトにアクセスすると、当時の本会の活動内容を顧みることは出来る。 

 その後、今日まで、本会の福祉文化実践活動全体を、広く情報発信できる仕組みが実現した経緯の概

要を紹介する。 

■「焼津市港地域ささえあい講座」の実行委員会論議 

  焼津市内の中学校区で、住民主体による「地域を学ぶ講座」を立ち上げるにあたり、実行委員会 

（25名）を設置して、いかに若い世代や地域住民に講座の内容を発信し「見える化」できるかを議 

論する中で、「ブログ」の立ち上げの具体化とともに「QR コード」の作成に取り組み、3年間、講 

座の内容をきめ細かく情報を発信した。 

■「焼津市港地域ささえあい講座」から「焼津福祉文化共創研究会」の結成を契機に 

  3 年間の講座総括後、令和元年度に、引き続き「地域の福祉課題を学習できる活動」を立ち上げ 

ようと、実行委員を担った中から 14 名で「焼津福祉文化共創研究会」を結成した。 

講座開講中から取り組んできた「ブログ」の運用を日頃の活動につなげ、若者層や身近な地域住民

への情報発信に努め現在に至っている。研究会の会員の中に、本会会員も加わっていたことから、「静

岡福祉文化を考える会」の「ブログ」を並行的に立ち上げ、研究会をはじめ、関係領域と「リンク」

するつながりを構築した。主には、機関誌「OUR  LIFE」をはじめ、各種研修会開催告知や経過報告、

各種調査研究報告書、各種会議議事録等、日々の福祉文化実践活動の中で、それぞれの内容を「ブロ

グ」にアップする作業を継続的に取り組み現在に至っている。 
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■「ブログ」のアクセス件数の推移 

  毎月、「ブログアクセス件数の推移」を公表している。 

  ここに、令和７年度 11 月 2 日現在の前述した「焼津市港地域ささえあい講座」「焼津福祉文化共 

創研究会」そして、「静岡福祉文化を考える会」それぞれの推移を下のグラフでまとめている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  下のグラフは、同じく令和７年 11月 2日現在の「静岡福祉文化を考える会」の日々のアクセス件 

数である。最近は、アクセス件数が急増している傾向にある。こうして、日頃の福祉文化実践活動 

を「見える化」することで、社会の動きを垣間見ることが出来る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 改めて、この１０年間の機関誌「OUR LIFE」から福祉文化を検証 

 

  本会結成以来、発行してきた機関誌「OUR LIFE」の内容は、「10周年記念誌」では、創刊号から第

40 号まで、「20周年記念誌」では、第 41 号から第 103 号までをそれぞれ掲載した。 

  この「30年誌」では、その後、平成 28 年度から令和７年度まで 10 年間発行してきた中から、平成

28 年度：第 104 号・第 110 号、平成 29年度：第 111 号・117 号、平成 30年度：第 118 号・第 121 号、

平成 31 年度/令和元年度：第 122 号・第 128 号、令和 2年度：第 129 号・第 133 号、令和 3年度：第

134 号・第 139 号、令和 4 年度：第 140 号・第 145 号、令和 5 年度：第 146 号・第 151 号、令和 6年

度：第 152 号・第 156 号、令和 7年度 ：第 157 号と、概ね、それぞれ各年度の初めと年度終わりに発

行した各１ページ（掲載内容表記）を次のページから紹介する。 （但し、令和７年度は、第 158 号４ペ

ージを掲載） 

2 研 究 会

025/10/11 現在 

 

焼津福祉文化共創研究会 

静岡福祉文化を考える会 

港地域ささえあい講座 
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